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障がい者手帳アプリによる市有施設使用料等の免除手続について 

 

令和４年８月２５日 

 
９月から障がい者手帳アプリの提示で 

市有施設使用料等の免除手続ができるようになります！ 

～全国障がい者スポーツ大会の開催に向けて，障がい者の利便性を向上～ 

 
 
 
 
 

 

 ○ ミライロＩＤについて【別紙参照】 

  ⑴ アプリの特徴 

   ・ 利用者本人が障がい者手帳の情報を登録し，アプリ上で管理するもの 

   ・ 登録の際は，ＡＩによる自動識別とオペレーターによる目視確認によ

り，不正利用の防止が図られている。 

   ・ 鉄道やバス，タクシー，自治体など約３，５００の事業所で利用可能 

 

※ ミライロＩＤは，（株）ミライロが運用しているスマートフォンアプリ 

※ 障がい者手帳は，自治体ごとに様式が異なり，全国で約３００種類の

フォーマットが存在し，手帳の色も様々だが，このアプリでは，手帳情

報がスマートフォンの画面において統一されたフォーマットで表示 

 

○ 本市における利用について 

⑴ 対応開始時期 

    令和４年９月１日～ 

 

  ⑵ 利用可能施設 

    市営の観光施設や文化施設，スポーツ施設など約１２０か所 

施設類型 施設名 

行政機関 地区市民センター，地域コミュニティセンター 等 

観光施設 ろまんちっく村，梵天の湯 等 

文化施設 宇都宮美術館，文化会館 等 

スポーツ施設 体育館，運動場 等 

    ※ 市内の県有施設（８か所）においても利用可能 

９月１日より，障がい者が市有施設を利用する際に，スマートフォンアプリ「ミ

ライロＩＤ」を提示していただくことにより，免除手続が可能となります。 
これにより，障がい者の利便性の向上を図るとともに，全国障がい者スポーツ大

会の開催に向けて，おもてなしのできる体制を整えます。 

裏面あり 
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  ⑶ 利用方法 

 

 

 

 
 
 
     

▼ アプリ対応開始後も，引き続き障がい者手帳の提示による免除手続

は実施 
▼ 利用者に対しては，障がい者関係団体を通じた案内のほか，市ホー

ムページやＳＮＳ等を活用し，幅広く周知 
 

 〇 想定される効果 

  ・ 市民及び１０月に開催される全国障がい者スポーツ大会をきっかけに来

訪した市外・県外在住の方にとって，普段から所持しているスマートフォ

ンのアプリ画面を見せることで本人確認ができるようになるため，市有施

設を利用する際の免除手続が気軽に行えるようになり，利便性の向上が期

待できる。 
  ・ 周囲の人に，障がい者手帳を所持していることが分かりにくくなり，利

用する障がい者の心理的負担が軽減される。 
   
 

使用料の免除手続の際に，本人は自身のスマートフォンに登録 
した「ミライロＩＤ」のホーム画面を施設職員に対して提示 

施設は，画面から障がい者手帳の情報を確認 



 

障がい者手帳アプリ「ミライロＩＤ」について 

別 紙 
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